
昭和62年度国立大学・学部附属学校等
教官海外教育事情視察に参加して

主視察国(アメリカ・イタリア・西ドイッ)

1 はじめに

この度国立大学'学部附属学校等教官海外教育事情視察派遣団(A団)に加わり、主視察国アメ
り力'イタリア・西ドイツを訪れる栄誉に浴することができナこ。

10月17日に国際成田空港を出発し、 5か国7都市の教育事情等を視察して、24日間にわ九る長い
視察旅行を終え、多くの収穫を得てⅡ月9日無事帰国した。

視察地は、アメリカ<オーロラ・ニューヨーク>、フランス<パリ>、イタリアく口ーマ.ミラ

ノ>、西ドイ'X (ミュンヘン)及びデンマーク<コペンハーゲソ>の各都市であった。その内、オ

ローマ及びミュンヘンでは、それぞ才嫩育委員会を訪問し、その国の教育事情を詳しく聞ーロラ

くことができ九。まナこ、学校訪問によって、現場の先生方や児童生徒たちと親しく交歓し、生の声

を聞く機会を得ナこ。従って、この報告書はオーロラ・ローマ及びミュンヘンで見聞した教*事仟に
ついて述べることになる。

このま晧書の構成は、 1章、はじめに。Π章ネ見察コース・日程艇べ24日問の東回りの伊界一周で

ある0針蟻に逆らっての訴勘子機旅であっナこので、厳しい時差ボケのイ本験をした。飛行瑚司延べ34噺占44分、
宿1獣也7地区であっナこ。)U章三力個の教育事情視察、(アメリカ編、イタリア編、西ドイッ編に分け、
それぞれのお国の学校教育制度、教育行政制度、教育課程などをヨ己述し九。「学校系統図」が示す
ように国によって教育制度の違いがよくわかる。ま九、地方によって多少の違いがあるので、オー

ローマ及びミュンヘンの実情も載せナこ。24日間の日程を詳しく書くべきではあるが、紙面のロラ

都合上、 3都市に限定して、学校訪問の報告と教育文化施設等の視察の様子をi己述することとし九。)
Ⅳ章、教育事情視察を終えて(研修の旅を終えての印象記を記載しナこ)である。

学校訪問で強く感じさせられナこことは、当然のことながら、それぞれの国の学校教育の制度や内

容はその国固有の歴史的・社会的事情及び国民性を背景として長い間培われてき九ということであ

る0 それだけに、どこの国でも教育に携わる人達が自国の学校教育のあり方に強い自信と誇りを持
つて、児童生徒の教育にあたっていた。

日本の教育にっいて考えさせられナこいくっかのことを挙げてみると、@嫩師自身明るく、自信と

誇りを持っている。時間的にゆとりがあり、放課になれは自由に帰宅し、家庭研修ができる。全朴

集会、職員会議はほとんどない。学校教育ですべきことがはっきりしていて家庭教育がしっかりし
ている0 1クラスの児童生徒数は25人を基準とし、(まだ、定員減の方向)個別指導が徹底してい

る0 従って、一人一人に行き届い九指導ができる。性徒1旨導・管理も授業の中でできる。)②児童

生徒の目はどこの国でも輝やき、聞く態度ができていた。授業中での私拓はなく、休けい時間に廊
下を走っナこり、騒いでいる光景は見られなかっナこ。③判交の中も外もきれいであった。塵ひとっなか
ナこ。各教室は明るく、カラフルで、機能的に工夫されてぃた。

川 津 啓 義
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昭和62年度国立大学・学部附属学校等教官海外教育事情視察に参加して
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Ⅲ三か国の教育事情視察

<アメリカ編>

0 アメリカ合衆国、コロラド州(オーロラ)の教で淳情

コロラド州の首都であるデンバーは、海抜1.61皿の高地にあるナこめ、Mile High city,と呼ばれ

ている。黄金を求める人々がこの地域の最初の居住者で、1858年には、わず力埼0余の粗末な小屋と、

州最初の酒場があるだけの村であっナこ。金鉱に次いで、銀鉱が発見されるとデンバーは一躍ロッキー

山脈地帯で一番重要な町に成長し九。その後デンバーは大きく変貌をとげ、荒々しい西部の部落から

西部きっての秒獣されナこ都会のーつに発展しナこ。

今日のデンバーは東に果てしない大平原、西にロッキー山脈のそびえ立つ峰々をのぞむ交通の要所

であり、この地域の商工業や文化、そして観光の中心地でもある。

・学校教育制度

教育の地方分権制がとられているアメリカ合衆国では、学校教育制度も地域によってかなり異な

つており、全国共通の制度は存在しない。初等、中等学校をどのように編成するかは、地方教育行

政機関が決定すべき事項とされている。最近の傾向として、伝統的な制度に代わって、 5・3・4

年制や4 ・ 4 ・ 4年制などをとる、いわゆるミドル・スクール(middle scho01)が徐々に増加

しつつある。

アメリカ合衆国の学校系統図・教育行政制度

アメリカ合衆国では、連邦は教育を統制する権限を有

川 津 啓 義

せず、教育は州の専管事項とされている。州は州法に基

づいて、公立学校の実際的運営に関する権限の大部分を

地方教育行政当局(学区)に委嘱している。教育行政に

関する基本的方針は州が定めるが、初等、中等段階では、

教育の管理・運営は事実上地方学区の機能に属している。

・教授組織と学習形態

一般に、同じ年令の児童でーつの学年を構成し、毎年

1回1学年ずつ進級させる制度をとっているが、最近で

は一定水準の学力を確保するために、州ま光は地方が実

施する基礎能力念轍に合格しなかっナこ児童・生徒に特別

の治療教育を行い、所定の水準に達しナこ場合にのみ進級

を認める傾向かみられるようになっている。まナこ、個々

の児童・生徒の適性・能力に合致し九教育を行い、彼ら

の潜在能力を最大限に開発するとともに、学問的教育の

みでなく職業・技術的教育をも併せて重視することが教

育の重要な課題であると認識されるようになっている。

児童・生徒の知的能力の開発に努力を集中するあまり、
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その人間性の全面的発達をおろそかにしてきナこのではないかという反省がなされるようになっ九。

そのナこめ、中等学校を中心とする教育の改善が強く要望され、学校と社会の連携を強化し、教育内

容・方法を多様化させて、個別化された教育を徹底されるような教育組織と学習形態が工夫され九。

①マルティユニットプラン(教室、学年区分を廃し、無学年制による能力別学習を徹底させる方

法)、②モデュラースケージュリング(授業時間の単位に変化をもたせ、児童・生徒の要求に即し

九游勵的な指導を目指すもの)、③オープンスクール(校内に広い空間の学習センターを設けて、

ティームティーチング、チュータープログラム<個別学習>により、児童生徒の能力.要求に応じ

ナこ教育が行われる)、④フリースクール(生徒の学習コース・学習時間数に選択の幅をもナこせ、生

徒自らコースを設定したり、特別コースを要求できるようになっている)などがそれである。

・オーロラ地区の学校教育

オーロラはコロラド州の首都デンバーから東へ約8kmほど行っナこところにある。人口約7.4万の

交1汐f台ヂ諸仰もである。小・中・高校を合わせて42の公立学校があり、児童・生徒数約26,000人、コロ

ラド州177の中で5番目に大きい学区である。

①教育制度について

昭和62年度国立大学・学音附属学校等教官海外教育事情視察に参加して

コロラド州の学級定員は多くても32人と定

めている。ま九、オーロラ地区では、幼稚園

Q年)から高校1年までを義務教育と定め

ている。

小学校

幼稚園(5才)~5年生(11才)

中学校

6年生(11才)~ 8年生(14才)

校

9年生(14才)~12年生(18才)

(2)オーロラ地区の教員について

業績の上がらない教員は免職にしナこり、研修を義務づけナこりしている。研修にっいては、先輩

教師が若い教師に教材研究・指導法を教える。先輩教師にとっても、それを通して研修していく

ことになる。研究の足りない教員は、大学で5単位取得(放課後や夜問授業あるいは、夏季休業

中の集中講義)してくることを義務づけている。

③オーロラ地区の学校教育

①授業日数 177日(8月26日~6月の第1週まで) 2学期制だが、それをまナこ2つずっに分

けている。(4学期制のようなもの、 1学期当九り42~45日問、小中高校共通)

②週5日制、 1日6時問^

③始業 7:30 ~終業15:00 (教員 7:00 ~ 15:15)

④地区内の公立小中高校は、それぞれ同じ教育課程・教聿膚・指導法で指導に当九っている。

⑤どの学校でもコンピュータ教育を行っている。

一釈闇尋^

、゛

4

/

オーロラ地区教育委員会での話し合い
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5年程前から行っていて、

(以前からも取り入れてい六

が)幼稚園から高校までカリ

キュラムの中に組み入れ、ソ

フトウェアも指導書も作られ

ている。(公立学校には2,000

台以上のコンピュータがある。)

川 津

<第1日目>

啓

10月17日(士)

宿泊地

姦3

義

日

時分

程

10:00

成田

13:30

集合

文部省^成田^サンフランシスコ^デンノゞー

天候晴

14:30

文部省6階会議室に集合事前研修

(サンフランシスコ)

20:00

文部省発(貸切バス)

10:00 (文部省)

21:20

成田空港到着

-U

成田空港出発(サンフランシスコ)

気温

オーロラ地区教育委員会前で

機内での夕食

11:30

22 ゜C

13:12

1ψ発1 卸⑳(成■殉

機内での朝食、大平洋上空(16時間の時差)

15:00

デンノゞー

18:20

サンフランシスコ到着

サンフランシスコ出発(デンノゞーヘ)

デンバー到着(ダウンタウンホテルヘ)

・時差ボケ初体験

飛行機のトラブルがあっナこのか、 J AL O02

便は2時間遅れの20時に国際空港成田を飛び立

つナこ。21晦0分機内での夕食となった。パン、

ビフテキ、野菜など、なかなかの豪華版である。

それに、ソーメンなるものもあり、食欲をそそ

つた。中国美人スチュワーデスもいて注目の的

であっナこ。寝付かれず、うとうとしてい九ら朝

食とのこと、窓外は既に昼近くAMⅡ時30分で

あっナこ。

宿泊機中
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<第2日目>

10月18日(日)

宿泊地

昭和62年度国立大学・学剖郭付属学校等教官海外教育事情視察に参加して

日

時分

程

9:00

デンノゞー

午前事前研修

10:00

起床

13:30

係打ち合わせ

天候晴

全体打ち合わせ(明日の「教育委員会」、「学校訪問」の事前研修会)

ホリディ・イン発、教育文化施設等見学

宿舎ホリディ・イン・ダウンタウン

8:00

18:50

午後 (レッド・ロック左§園セントラノレシティ)ツアー

気温 2゜C

21:00

.レッド

.セント

会食(ブローカーレストラソ)

デンバーの夕日は美しかった。道路は広く、

家々は整然としていて豊かな街であっ九。アメ

り力の東西を結ぶ中継地点として軍事的にも重

要な地となっている。

ロッキー山脈を望むこの地は、冬山のスキー、

夏はゴルフと観光都市としてこれからも有望で

ある。レッド・ロック・パーク(赤い岩)は、

巨大な岩山をそのまま利用し九「自然野外音楽

・ロック公園

ラノレシティー

ホリディ・イン帰着

朝食 8:30

1/、ソド'・τコ,ツク'・ノぐ^^堂」であった。ロッキー山の麓に近づくにつれ

て、山は険しくなった。一捜千金を夢み九人々に思いを馳せつつ、 2,50OMに位置するセントラル

シティーに着く。

集

<第3日目>

夜ディナー

9:00

10月19日(月)

宿泊地

日

時分

程

8:30

デンノゞー

午前オーロラ市教育委員会

9:00

起床

天候晴

ホリディ

9:10

12:00

オーロラ市公立学校教育委員会着

宿舎ホリディ・イン

13:00

同教育委員会からの説明及び質疑

フ:00

イン発

0,.

16:00

'ー

気温 2゜C

、=

^

17:00

各班に別才υ学校訪問

食

Et心^

同教育委員会着

午後学校訪問(裂拐ID

ホリディ・イン帰着

朝食

'叉

ダウンタウン

フ:30

夜休息

出発 8:30

45

合

昼



(ヲ学校視察

ドル ネクールウエユ】、 t -

WES T M I DDLE S CHOOL (中学校)

1.訪問日昭ネロ62年10月19日(月) PM 12:30 ~ 15:00

2.学校の概要

(1)所在地 1010OE13th Aue. Aurora

C0 80010

(創立1950 校長名 John Basham)

②教員数 30名(男8名、如2名)

他職員5名、その他10名

③生徒数 470名(男230、女24の

3学年40学級

46

川 津

フ:50

啓 義

④授業時数週30時間

3.視察の概要

街路樹の黄葉の美しい目的地ウエストミドルスクールに到着した。女性教務主任の出迎えを受

け、応接室に通され九。郊外の地域発展の九めに建てられナこ学校で、 6~8年までの3学年制で

ある。小数民族力巧0%おり、その内60%は給食費の免除者である。しかもこの生徒達は、保護者

の仕事の関係で転出・転入が激しいとのことである。学校の教育方針は「個の能力に応じ九指導」

ということで、オープン・スペースを使っての個別学習が行われていナこ。生徒の目は輝き、生き

生きしてぃナこ。能力別の資料がいくっか置かれていナこが、それをうまく利用して自分で学習を進

めてい九。

私たちと生徒のイ畩による懇談会が設定されていて、生徒ナこちの生の声を聞くことができた。

「日本の生徒九ちは、どんな遊びをしています力U 、「アメリカのどんなことに興味を持ってい

ます力りなど、やつきぱやに質問され、その答えに四苦八苦させられ九。

<第4日目>

絢

L

'

^

5'

玉

10月20日(火)

宿泊地

ー゛、

日

授業風

時分

'.

程

"盆

フ:50

デンノゞー

^

8:15

午前学校訪問

起床

9:00

ホリディ・イン発

天候快晴

12:00

オーロラ市教育委員会着

16:40

各班に別オ洋校訪問(コロンビア中学校)

宿舎

6:00

18:30

21

ホリディ

ホリディ

気温 0゜C

10

レセフ゜ション

ノノ

終了

午後学校訪問

イン・ダウンタウン

イン帰着

朝食

(トルゲートd学校)

フ:00

夜

出発

レセフ゜ション

景

主
,

、
毛

魚
ト
、
,



@学校視察
ピブ ドル0 ユクコ ^

COLUMB IA M IDDLE SCHOOL (中与駮)

1.訪問日昭ネ那2年10月20日(火) AM8:50~12:00

9

昭稀2年度国立大学・学部付属学校等教官海外教育事情視察に参加して

、、

2.学校の概要

(1)所在地 1760OE. columbia Avenue.

Aurora c010rad0 80013

(創立August 1981 校長名 Ponald A.

HUHgujst)

②教員数 57名(男24名、女33名)

他職員4名、その他3名

③生徒数 905名(男476、女429)

3学年2畔級

i

コンピューターの学習

47

3.視察の概要

オーロラ切っての新しい中学校で、ツートンカラーのラインが入っ九モダンな校舎であっナこ。

校舎内も漸新な工夫がいたるところに施されており、廊下はじゅうたん敷きで広く、各部屋が機

能的に設計されていた。教師が自由を語っ九り、お茶を飮んだりできる憩いの部屋もあった。専

門のカンセラーカヌ各学年に酉偏され、行き届いた生徒指導のシステムができていた。それぞれの

教師の仕事が、はっきりと分業されていて、自分の仕事を全うできるようになっている。部屋は

実に明るく、カラフルである。

ム゛

TOLLGATE ELEMENTARY SCHOOL (小学校)

1.訪問日昭和62年10月20日(火) PMO:30~4:00

1ールゲイ

2.学校の概要

(1)所在地 70l south Kalispe11 Way.

Aurora c010rad0 80017

(創立 August.1981 校長名 David s

Prok, principal ; Lois c. white. Assist

ant principal)

'

工νノy,,

コロンビア中学校前で

②教員数 30名(男4名、女26名)他職員2名曳,、

、ー

③生徒数 639名(男317、女322) 6学年25学級

3.視察の概要

新興住宅の中に建っ近代的な校舎である。プロック校長と女性副校長の握手の歓迎を受け九。

早速、給食室へ案内され、子どもと一緒に昼食をとった。5年生の児童会役員の児童が各教室を

案内してくれナこ。片言の英語で結構通じるもの。随分英会話の勉強になりまし九。学区の中に39

の異った言語があり、その克服に教育の重点を当ててい九。アメリカの一面を知っナこ思いである。

ネク

その他17名(常勤6、非常勤Ⅱ)

ル

.,

、
、
、



<第5日目>

10月21日(フk)

宿泊地

日

時分

程

ニューヨーク

9:00

午剛

9:35

起床

川

天候晴

11:15

ホテノレ多毛

12:40

デンバー空港着

機内

津

フ:30

雛陸

16:30

^^ニューヨーク

気温

機内にて食事

18:10

啓

ケネディ空港着(デンバーとの時差2時間)

(トランク廊下に出す8:3の朝食 8:00

黄葉し九ニセアカシャに陽の光力翊して実に
τくとイ、、ー゛ Y

気持ちのいい朝である。名残りを惜しみながら
'11ひ三、・、武▼>

デンバーの街を後にしナこ。ブルー・スカイと高 、.一号、」、;

^

層ビルカゞよくマッチしナこ明るい美しい街であっナこ。
^

夜のニューヨークでは仲間と二人でエンパイ

ヤー・ステートビノレを見ながらブロードウエ

イを歩い九。道路は汚れ、人1は足ばやに行き

来する。そして、イエロー・タクシーがよく目に

機内から見九ニューヨークついナこ。ニューヨークは、まさに躍動している

感じである。45ドルを払って、「コーラス・ライン」を観賞した。ここはマイケル・ジャクソンを

育て九劇場でもある。

2 ゜C

義

ペンタ・ホテル到着

午後 機内

ペンタ ホテノレ

夜ニューヨーク(自由行動)

<第6日目>

出発

10月22日(日)

宿泊地

9:00

日

時分

程

ニューヨーク

9:00

午前世界貿易センタ

9:30

起床

天候快晴

10:40

ホテル発(教育文化施設等視察)

ホテノレ

13:50

世界貿易センター

14:40

自由の女神像(フェリーで見学)

フ:30 出発

宿舎ニューヨーク・ペンタ

国連本部

15:00

9:00

気温 10゜C

16:10

メトロポリタン、オペラ・ハウス

48

トサイド、ハーレム街、イーストサイドウエス

自由の女神像

ホテル帰着

朝食

午後国連本部、市内めぐり夜自由行動

8:00



ニューヨークの一日目は、バスで文化施設等を視察

した。まず、高層ビルの樹立に驚き、さすがにビルテ

イング誕生の地であると思っナこ。高層ビルの立ち並ぶ

中にひときわめだっエンパイヤー・ステートビルの雄

姿を見ることができナこ。あの、キングコング,で一躍

有名になっナこエンパイヤー・ステートビノレは、アメリ

力の象徴として、どれだけアメリカ人の心に勇気と力

を与えナこであろう・・・・ーなどと思っナこりしナこ。自由の女

神に招かれ、自由を求めてアメリカ大陸に渡ってきナこ

当時の人々の心意気を思いながら、しだいに遠ざかる

自由の女神をフェリーから見入っていた。

<第7日目>

昭和62甲変国立ブ詳・学剖附属学校等教官海外教育事情視察に封nして

10月23日(金)

宿泊地

日

時分

程

、ム、Niゞー

機中(ニューヨーク

9:30

ノ

10:00

午剛則自由の女神像

1

起床

天候晴

10:40

^"、●、ヤ『乢、

ホテル出発(同僚の高光氏と2人で視察、自由行動)

11:00

バッテリー・パーク(地下鉄を禾11用)

12:00

ノゞツテリ

8:40

13:00

気温 12゜C

自由の女神像見学

ーーー,

15:00

バッテリー・バークより地下鉄

＼*'、

~、

パリ)

16:00

・パークより観光矧'に乗る

メトロポリタン散策

16:40

ホテルペンタの玄関ロビーに集合(タクシー 4.45 ドル、チップを含め6 ドル払う)

朝食

世界貿易センター

空港行きのバス発車

午後メトロポリタン、ケネディ空港へ

今日はアメリカ大陸を離れる日である。雄大なロッ

キー山脈、あの巨大な岩壁、広大な高原、今にもその

あナこりからインディアンが飛び出し、騎兵隊がラッパ

を鳴して現われてくるような錯覚に襲われた。セント

ラル・シティーでは、西部劇の主人公にでもなった思、

いに浸っナこ。また、ニューヨークでは、エンパイヤー

ステートビルに上った。その夜景は驚嘆の一語に尽き

る。ハドソン川にかかる吊り橋はイルミネーシ,ンに

ケネディ空港到着(18:40パリへ向けて飛行開始)

9:00 出発

世界貿易センターの
輝き美しかっナこし、ブロード・ウエイ通りは光り輝い 屋上力心見九自由の女神像

ていた0 思いを残しながら、大西洋横断の旅へ出発である。明日はパリ、夢は一段と広がっていく。

9:30

49
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<イタリア編>

0 イタリア、ローマの教育事情

イタリアの学校教育制度の目的は、基礎的な教養及びなんらかの職業における初歩的な台肋を身に

つけ、民主的な社会に全面的に参加することのできる市民を育成することにある。

幼稚園教育初等教育、中等教育大学教育の4段階の校種があり、初等教育の5か年と中等教育

のうち前期中学校の3力4力駿務教育となっている。この8か年の義務教育機関は、無償である。ナこ

だし、教科書の無料酉怖は小学校だけである。国立諸学校の教育課程は、全国一律に厳格に定められ

ており、卒業生の質は一定に保九れるようになっている。私立学校は宗教系と非宗教に分かれ、独自

の教育を行う権利力綵障されている。ナこだし、政府の補助金を受けることは禁止されている。(ここ

で国立というのは、全て公立である。日本のような市立や町立・県立などの学校は、特殊学校など

の^の例外だけである。)

幼稚園教育は、近代教育の祖と言われるモンテッソーリ・マリア a870~1952)の景三響が大きい。

家庭と協力して子どもの人格形成を援助し、義務教育就学への準備を行うとし、子ども個人に合っ九

仕事を与えながら、さらにその子の能力をイ申ばすこととしている。なお、幼稚園の費用は無償であ

イタリアの学校孫統図る。

幼稚園の教員の養成は、3年制の師範学校

川 津 啓 義

で行われる。初等教育の教員は、 4年制の師

範学校とそれに続く2年間の中等教育に位置

づけられナこ専門訓練を受けて養成される。中

等教育の教員は、大学卒業資格をもち、さら

に、教員試験にパスしなけれぱならない。そ

の教員採用の方法も、最近大幅に改革されて

いる。つまり、採用候補者は面接と筆記試験

にパスし九後、一定期間を試用期問として現

場に入り、その適性を見る。結果の判定は各

採用学校で行われる。

学年度は、いずれも9月に始まり、翌年の

6月に終わる。なお、ークラスの定員は、25

人である。 7月と8月は夏期休暇となるが、

7月中は家庭の事情で家にいられない子ども

は、各地区の学校に集めらね地域別の夏期

学校に通っている。

イタリアの学校ば北部の諸都市を除けば

小学校は半日で午前と午後の2部交替制を

とっているの力墻通である。

!5

M

玲

12

大

Ⅱ

10

学

9

『,゛
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7

6

5

4

3

1゛1

2

' 1. 学 校

,1、 学 校

幼村1
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<口ーマ市教育監督局>

ローマ市の中心からやや西方にテベレ川が蛇行し、その西側の小高い丘にバチカン市国がある口

ーマ市a嫩育委員会は、このバチカン市国より東方3.5kmの地点にあるテルミニ駅(映画「終着駅」

で名高く、すべての道は口ーマに通じることを立証している駅)の近くにある。

昭和62年度国立ブ#・学部附属学校等教官海外教育事情視察に参加して

. 小学校、中学校とも、午前中の学校と給食

を含めて午後4時ごろまである終日の学校が

ある。後者は両親が働きに出ている家庭の子

どもナこちが通うている。高等学校には普通科

がなく、自然科学系や文化系(ラテン語、英

語など)などに別かれている。大学への進学

は入試ではなく、高等学校の卒業証明書があ

れば、だれでもどのコースでも進学できる。

宗教教育については、宗教を必イ怪とするか.

どうかをバチカン市国と当教育委員会で話し

合っナこ結果、バチカンのキリスト教を柱とすることになうた。その決定はあくまでも両親にあるが、

現在、ローマ市の学校の92%がキリスト教を必修教科としている。残る8%はキリスト教の履習を

拒否しているので、その単位は他の教科におきかえて履習させている。もちろん、この宗教教育は

幼稚園から高等学校までのすべての学校力汝寸象となっているが、小学校よりも高等学校へ進むほど

その履習単位は少なくなってきている。

^ゞ

伽
r一●亀

き

t

IE、

痕

サンピエトロ大寺院

ているが、特に、障害児教育については4人の生徒に教師1名ほどの割合にしてある。

教員の勤務時間は、小学校で8:30~ 16:30 (半日の場合は、 8:30~ 12:3の、中学校.高等

学校8:30~ 13:30 儀日の中学校の場合、 8:30~ 16:3ので、 1日平均小学校では 5時問以上、

中・高等学校では2時間ほど授業を受けもっている。勤務時問は^の会社関係に比べ、 3分の2

ほどであり、給与もその割合で低いと老えてよい。だいたい小・中学校で月平均100万りラ(日本

円で約Ⅱ万円)、高等学校で月平均130万りラ、学校長で200万りラほどである。

.

. 教師には学校の教育内容が任されている。

(例えば、教科書の選択力洛教師に任されて

いて、教室ごとに教科書が異なる場合がある。

もちろん、教科書は国の検定の中から選ぶも

のである。)中学校から高等学較への進学率は、

ローマ市で80~90%であるが、全県的には進

学率は80%よりずっと下がっている。しかし、

すべての地域で、子どもの要望に応じて学習

がすすめられるよう工夫されている。また、

1学級の定員は25名をこえないよう配慮され

'

^

^
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<第 11日目>

10月27日(火)

宿泊地

日

時分

程

6:30

ロー「7

午前機内

フ:10

起床

川

ホテノレ発(メノレキューノレ・ポノレト

フ:20

天候曇り後晴

9:19

シャノレノレ

宿舎メトロポール

津

10:56

パスポート審査

5:25

11:42

エアーフランス機離陸

啓

12:55

ド

レオナルド・ダ・ヴィンチ空港着陸

1 午後 古代口ーマ遺鋤群視察

13:50

バスに乗車(現地生活についての説明と諸注意)

ゴーノレgE1巷^

気温 25゜C

義

16:30

1 朝食

昼食

旧口ーマ市内は、 4hn四方を城壁で囲まれ、その中に多くの遺

跡群がある。地下2~3m掘ると、どこにでも古代口ーマが現わ

れてくる。広場や噴水がいナこるところに作られ、トレビの泉やム

ツソリーニが大演説をしたというヴェネツィア広場、そして、映

画「ベンハー」の壮大なスペクタルを演じナこパラチーノの丘を見

学しナこ。「ローマの休日」のスペイン広場、「終着駅」のテルミ

二駅など映画と重なって身近に感じられナこ。約600人の聖職者が

住むヴァチカン市国も見るものが多かっナこ。

ロ^^4)'

メトロポールホテル到着

ド・ベルサイユ<バリ>)

6:20

コロッセオ、ヴェネツィア場、バラチーノの丘、トレビの, サンヒエト、

口

出発

夜自由行動

6:30

<第 12日目>

'

10月28日(フk)

宿泊地

日

時分

程

ローー:フ

9:00

午前・午後自由行動、事前研修会

起床

天候晴

ホテル発(自由行動)

・ヴェチカン美術館

・カラカラ浴場

・カタコンベ(地下墓地)

宿舎メトロポール

1'、

1:.'゛ι元 1}ー、
'・ι、・、イ'1

..'."゛.
"'1、1 1

17:(冷

フ:45

20:00

気温 25゜C

事前研修会

J

ナイトッアー(「カンッオーネ」「オーソレミヨ」など聞き浸る。23:00過ぎホテル着)

朝食

、

J

8:30

コロ ツ セオ

夜ナイトツァー

出発

52
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道路という道路は駐彰昜と化し、車であ'、れていた。

いざ車に乗って出る時はどうするのか不思議なくらい

である。団長、副団長、班長の各先生と植田さん(添

乗員)はあいさつを兼ねて大使館に赴く、一等翫己官

小寺百合さんと明日からの学校訪問の打合せである。

ヴァチカン美術館では、システィナネ肝堂のミケラ

ンジェロ作による大壁画「最後の審半山、天井には、

「アダム・エヴァの創造」「ノエのいけにえ」などが

描かれていナこ。ダイナミックな迫力から作者の息ゴか

いが伝わってくるようであった。

<第13日目>

昭和62年度国立大学・学司軸属学校等教官海外教育事情視察に参加して

10月29日(木)

宿泊地

日

時分

程

ロ^「7

9:20

午前教育委員会訪問

10:55

起床

天候雨

12:50

ホテノレ多毛

14:00

ローマ市教育委員会訪問

宿舎メトロポール

17:20

フ:30

゛

気温 23゜C

食

エレメンタールノ1学校訪問

@学校視察
チユ耳゛,プ, ネ,オー, νノ ν,工 ル

TR I LUSSA S CUOLA EL EMENTARE (小学校)

ホテル帰着

惑

1.訪問日昭ネロ62年10月29日(木) PM2:00 ~4:30

2.学校の概要

(1)所在地 Via Ana即i48. Rome

(創立 1967 校長名 Domenico Rubinac-

C i )

②教員数 66名(男3名、如3名)他職員1名

その他4名

③生徒数 614名(男303、女31D

5学年35学級

④授業日数半日制週24時問

終日制趣0時間

1

朝食

畢め'

カラカラ浴場

午後小学校訪問

8:30

ヨ

出発

くy

゛ーき

9:20

,
々

、、式'

教室の子どもたち
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3.視察の概要

終日学級8:20 ~ 16:30 と半日学級 12:30までとがある。さらに、 16:00 ~ 18:00、18:00~

20:00を選択して学校に来る児童がいる。いずれも家庭の都合、教育方針等により親が選択する

ことになる。

障害児が1名入級すると学級定員は20名となり、 2名入級で18名、重度の場合はマンツーマン

となる。障害児教育に国は力を入れており、それにあたる教員は軒サの研彦と資格力泌要である。

児童個々に応じナこ教育ということで、かなり担任教師の独自性が生かされていた。

<第14日目>

川 津

10月30日(金)

宿泊地

啓

日

時分

程

義

9:00

ロ^「マ

午前・午後学校訪問

10:00

起床

天候晴

12:30

ホテル発(学校視察)

15:15

スクォーラ、エレメンタール、ビンイツヤ、ムラウータ(ノ」＼学校)

宿舎メトロポール

17:30

フ:30

20:00

気温 25゜C

ヴォナロッティ(中学校)

食

@学校視察
ピソイプキ工νノνタ ムウ ラー,ユクオ サ ル

SCUOLA ELEMENTARE V IGNA MURATA (小学校)

1.訪問日昭ネ畷2年10月30日(金) AMI0:00 ~ 12:00

ホテル帰着(スペイン広場へ行く)

レセフ゜ション

凹翠

朝食

2.学校の概要

(1)所在地 Via Djrag0 108. Rome

(倉1」立 1980 校長名 Rocco carriero)

②教員数四名(男1名、女48名)他職員4名

その他0名)

③生徒数 600名(男280、女32の

5学年25学級
学オ

夜

8:20

レセフ゜ション

下校風

出発

④授業日数週35時間(実験5時問)

3.視察の概要

1980年に倉1血されナこ羽〒設校で、ローマ市のモデルス

クールに指定されてい九。野鳥の保護区として自然環境に恵まれていて、施設設備の充実とその

工夫がいナこるところにみられナこ。 3年生 a8名)の国語の授業参観をしナこが、児童の読みと書く

力の確かさに感心しナこ。ここでも、個に応じナこ教官を重視するところから、カリキュラムの編成

など担任の力量にかなり任されているようである。

9:00
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BUONARROT I (中学校)

1.訪問日昭和62年10月30日(金) PM 3:15 ~ 5:10

ヴオナロプテイ

2.学校の概要

(1)所在地 Rome-via campania63

(創δ乞 1890 校長名 Sapa Tognetti

Burigana)

②教員数 82名(男10名、如2名)他職員4名

その他10名

③生徒数 540名(男300、女24の

3学年26学級

④授業時数週30時間(実験4時間)

昭和62年度国立ブ詳・学部附属学校等教官海外教育事情視察に参加して

沖一_謡
.

3.視察の概要

この学校の週の時間を見るとイタリア語7、地理

と歴史で4、数学、科学、技術が各々3、美術、音

楽、体育が各々 4、宗教(カトリック)が1、外国

語3のヨ十30時間である。その内、宗教の履修は自由

で、外国語は英語、フランス語、ドイッ語の内から

1か国語を必修としている。生徒の98名は宗教を履

修し、細0%の生徒は英語を選択しているというこ

とである。タントゥーク副校長の心遣いで、苦味の

しっかりきいたイタリアンコーヒーのエプレッソの

もてなしを受けナこ。

<第 15日目>

レセプションでの交流

4・M-

竃

10月31日(ゴD

宿泊地

^

1サ
^

日

中学校の先生方と

時分

程

8:30

午前自由研修

ラノ

11:30

起床

12:00

天候晴後曇り

自由研修、カタコンベ(地下墓地)

13:05

荷物をドアの外へ出す

宿舎スプレンディド

18:20

ホテル発

フ:00

19:00

テルミニ§尺発(15:25 フィレンツェ、 16:30 ボロニャ)

ミラノ駅着

気温

ホテル到着

朝食

14 ゜C

午後列車で口ーマからミ ラノヘ

8:00 出発 12:00

55

、
、
、



今日は、ローマ滞在最後の日である。半日の自由研

修を利用してカタコンベ(地下墓地)へ行くことにし

九。旧口ーマ帝国の城壁を出るとアッピア街道である。

両側には石づくりの高い壁と石畳が続いている。かつ

て口ーマ軍が出征し、制眺し九であろうこのアッピア

街道である。石畳を走る馬車の音が今にも聴えてくる

ようであっナこ。しは'らく行くと広大な緑の敷地があっ

ナこ。牧場や畑になっているが、ここがカタコンべであ

る。この下に秘密の地下集会所・墓室があるとは誰も

川

ミラノの某高級レストランにて

気付かないであろう。墓室には、互いに信者であることを確め合う暗号の「魚の絵」力咳1はれてい九。

<第 16日目>

津 啓

11月1日(日)

義

宿泊地

日

時分

程

9:00

終日教育文イ眺設視察

9:20

天候霧雨のち曇

起床

ホテル発(教育文化施設視察)

10:25

・マリア・デッレ・グラッッイエ教会(「最後の晩餐」鑑賞)サンタ

宿舎スプレンディド

10:45

スフォノレッエスコ城

10:55

フ:30

ラ・スカラ巨藝広場、ヴィットリオ・エマヌエーレニ世ギャラリ

11:20

13:30

ドゥオーモ大寺院

蛋

気温

^

自由行動(昼食)

17:00

朝食

レオナルド・ダ・ヴィンチ科学技術博物館

13 ゜C

ホテル帰着

ミラノの朝は霧雨になっナこ。レオナノレド・ダ・ヴィンチの有名な壁画「最後の晩餐」はグラッツ

イエ教会の一室にあった。修復中の九め、十分

には見られなかっ九が初めて対面し九感動は忘

れることはできない。

スカラ座"1」からエマニエノレー世ギャラリーの

ある大アーケードを通り、ドゥオーモ大寺院を

訪れナこ。イタリア・ゴシックの実に立派な建物

であっ九。日曜日ということで、中ではミサが

行われてい九。また屋根の上が展望台になって

いて、エレベーターで上がり、目の当九りにゴ

シック建築を見ることができ九。

8:00 出発 9:00
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煕 ν,■判

56

1"し

女、 、魚t;,

'

^、]」^

ドゥオーモ大寺院

'

}
Y

,
、

洩1

、

ノ一
フ

、
、
、

゛
Ⅱ

・
、
拠

づ
,
气
4

じ
,
ー

、
.
゛
、

、
.

、
ー゛リ

.

「
1
聽
一

川

写
,
一

、
、響

1
巾
r

,
1
t

゛
゛
,

.
゛

¥ー
ニ

ゞ

ブ
蔀



<西ドイツ編>

0 ドイツの教育事情

ドイツ人は、貴重面で正確で完全主義的な面が強いといわれている。そういわれると私九ちの身近

に見られる自動車や機械器具、日常使われている刃物等にも、確かにその国民性が見られるようであ

る。

西ドイツの教育行政は、連邦共和国基本法により各州の権限とされており、各州はそれぞれの歴史

獣士会的事情をもとに独自な法令を作り行政を行っている。連邦段階で績一され九改革案が出されて

も、各州の事情でその案が取り入れられたり、取り入れられなかっ九り、まナこは、^修正されて実

施されナこりすることもあるという。しかし、各州文部大臣常設会議、各州の州間協定、連手"・州教育

計画委員会等によって学校制度の全国的な統一牲が図られるようにしているとのことである。まナこ、

現在各州において、就学前教育の制度化・義務教育年限の延長の立法化及び中等教育の再編成等学校

制度等の改革が進められている。

・初等教育

グノレントシューレ(Grundschule

昭稀2年度国立ブ詳・学音鮒属学校等教官海外教育事情視察に参加して

基礎学校)、 4年制の義務教育で、い

わゆる日本の小学校にあ九り、 6歳~

11歳の子どもが通学する。すべての子

どもに共通な教育がほどこされる。

西ドイツの学年度は8月1日に始ま

り 7月31日までである。各年の6月30

に満6歳になっている子どもは就学の

義務が生じる。その中で、 7月1日か

ら12月31日までに満6歳になる子ども

は、学校長がその子どもの就学する準

備(心身の)ができていると認めるな

らぱ、その年度に京祥できる。

・中等学校

(D ハウプトシューレ(Hauptsch-

Ule主要学校)

こa洋校に入学する子どもは、グ

ルントシューレ修了者のうちの約50

%程度である。修了者には「修了資

格」が与えられる。その後、職業専

門学校徒時告ID に就与をすることに

なる。

学年
年齢

57
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(2)レアルシューレ(Realschule実科学校)

この学校への入学者は、基礎学校入学者の約30%程度であり、修了者には「中級修了資格」が

与えられる。ま九、上級専門学校やギムナジウムに転学することもできる。修了者の多くは、中

級技術者、公務員、管理者等になる。

(3)ギムナジウム(Gymnasium高等与三校)

この学校への入学者は、グルントシュール修了者の約20%程度である。修了者には「大学入学

資格」力導えられるが、卒業試験と兼ねて行われ、その合格者は約50%といわれる。

(4)ゲザムトシュール(Gesamtschule総合制学校)

この学校は、ハウプトシューレ、レアルシューレ及びギムナジウムの各教科の調整.統合によ

る新タイプの学年を修了すれば、「中級修了資格」が与えられる。

以上のような初等.中等教育制度であるが、中等教育の最初の2年間も「観察指導段階」として、

能力.適性に応じて他の学校へ転学できる措置も講じられている。なお、義務教育修了後いかなる子

校にも進学しない者に対しては、職業教育履習の義務力課せられている。

0西ドイッ・ミュンヘン市教育委員会

・就学について

6月30日までは満6歳を迎えナこものは9月からノ」学 1年に入る。12月31日までに満6歳を迎える

ものは親の希望があれはン1学1年に入れる。ナこだしH月30日まで、小学校に通った様子によっては

幼稚園に戻ることもできる。

.フォールシュリッシュ.アインリッヒツウンゲン(京え与t前の教育組織)

託児所..ーー1~3歳の子どもを預かる。幼稚園一・-3~5歳の子どもを預かる。 3歳で幼ネ娠1に

行かせるのは8%である。学童用の幼稚園一・ー・グノレントシューレに入っナこがっいていけない子ども
をさらに一年預かるネ呈度。

.グルントシュール(基礎学校)第 1~4学年(6~9歳)

^1学校に当ナこる初等教育であり、 6~9歳の4年問就学する。今は人間性を重視した方向で教月
が進められているが、卒業後ギムナジウムへ入り九い希望が多くなっナこことが、その準備期間とし

てh蹴が重視されてきて、子ども九ちにとってかなり厳しいようである0

・中等教育

中等教育機関としてギムナジウム(高等学校)、レアルシューレ(実科学校)、ハウプトシユー
レ住要学校)があり、ギムナジウムへ入る時のみ成績が関係してくる0

ギムナジウム(く高等学校>第5~13学年く10~18歳>)は、大学進学の為のコースの子校で

あり、グルントシューレからミュンヘン市では56%行っている。(バイエルン艸D としては30%)
このギムナジウムに入るには3つの方法がある。①第4学年(グルントシューレ)で先生からのギ

ムナジウムに行けると言う証明をもらう。②第4学年でよい成績をとれずギリギリの時は、チエツ

クの授業が4週間行われ、それに合格するとギムナジウムオ哘ける証明がもらえそ"③第4子年で
よい成績がとれずレアルシューレ、ハウプトシューレーqテつて最初の2肝占がんはってよい成績を
収めると、第7学年からギムナジウムへ入れる。

川 津 啓 義
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<第 17日目>

11月2日(月)

宿泊地

昭和6咋度国立:;大学・学部付属学校等教官海外教育事情視察に参加して

日

時分

程

6:00

終日

ユンヘン

天候曇り一時雨

6:00

起床

ホテル出発

ミラノ中央駅発(ミュンヘンまでの国際列車の旅)

ベローナ駅(8:10) ドメグリエーラ駅(8:4) ロベレート駅(9:44)

トレント駅 ao:01)ーボルッアーノ駅(10:30) ブノレサノーネ駅 al:07)

フォルラッツァ駅 al:17)^<オーストリアへ入る>^ブレネロブレナ駅

(11:5の ベルク駅(13:15)^<西ドイツへ入る>^コフスタイン駅

( 13:25 ) ミュンヘン中央駅到着(14:35)ローゼンハイム駅(13:46)

ホテル到着(バスで)

宿舎ホリディ・イン・レオポルド

5:00

ー^ ユンヘン列車の旅

気温

15:10

13 ゜C

朝食

ミラノはドイツとの単辱でま覺度力*励ゞ焼かれ、

それにめげず復興した都市である。それだけに

同じイタリアの口ーマ市民と異なり、ねはわ強

く経済力のある豊かなところである。

今日はミラノを後にして、ミュンヘンのアル

プス越えの列車の旅である。発車のべルも鳴ら

ないまま滑るように走り出した。こちらでは、

発車のべルも、到着駅のアナウンスなど全くな

くて、いつのまにか走り出しているといっナこ感

5:30 出発

アルプス越えの車窓から
じである。高度が上がるにつれ黄葉が微妙に

変わり美しかっ九。アルプスのハイジを思わせる高原が続き、山の上の教会は印象的であっ

ナこ。

<第 18日目>

6:00

9:00

11月3日(火)

宿泊地

、ーーーーーーー

ーーーーーーーー

日

時分

程

9:00

゛ー.ー..

午前・午後自由研修事前研修(P.M.5:00~)

ユンノ＼ン

天候曇り

起床

ホテル出発(自由研修)

・ドイツ博物館 ・新市庁舎

.1Sartot (イザーノ岬,)

17:00

19:00

宿舎ホリディ・イン・レオポルド

8:00

気温

ホテル帰着、事前研修

7

タ食

讐

10 ゜C

Hofbr互Uhaus (ビア・ホーノレ)

朝食 8:30

ニソヘソプルグ

. N ymphenburg (王城)

出発
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今にも雨が落ちそうな剛俵いミュンヘンの朝である。人形の

時計台で有名な新市庁舎を見学し九。さすがに観光客が多く賑

わいでいて、その近くには露店が立ち並び、色とりどりの花や

野菜、果物を売っていた。

男女を問わず、昼間からジ"ツキを片手に白ソーセージを食

べながら談笑していナこ。私たちも真似をして巨大な白ソーセー

ジをかじりながらビールを飲んだ。体は暖まるし、外で食べる

ソーセージの味は格別であっナこ。タ食をHofbr互Uhaus(ビア

ホーノレ)でとっナこ。無口なドイツ人もここでは羽目をはずして

いた。

川 津 啓

<第 19日目>

義

11月4日(フk)

宿泊地

日

時分

程

9:30

午前ミュンヘン市教育委員会訪門

10:00

ユンヘン

起床

12:30

天候晴

ホテル出発

14:35

教育委員会

16:10

8:00

17:10

宿舎ホリディ・イ レオポルドン・

アルテピナコーク美術館

食

60 -

気温

ニンフェソベノレグ城・庭園

^

久しぶりの晴天、肌をさす快い寒さである。黄葉

したポプラ、菩提樹の街路樹力ゞ実に美しい。今日は

教育委員会の訪問日である。「教師と生徒の国際交

換の会」の担当者であるレイナー・デブリッチ氏よ

リミュンヘン市の教育行政の仕組みと学校制度につ

いて説明があっナこ。資料も準備され、筋道だっ九論

理的な話はさすがにドイツ1気質を感じさせられた。

その中で、教育は勿論、何事も'集中と解放"が大

切であることをユーモラスに語ってくれた。

<第 20日目>

ホテル帰着

フ゜C

朝食 8:30

午後教育文化施設等視察

新市庁舎

出発

11月5日(木)

宿泊地

日

9:30

程 午前学校訪問

ユンヘン

天候晴

魯

宿舎ホリディ

.

気温

鰄Σ
.^、・

8C

午後自由研修
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時分

8:30

昭和62年度国立^・学部附属学校等教官海外教育事情視察に参加して

起床

12:00

ホテル出発

・学校訪問(バノレトハーザノイマン実業校)

20:00

昼食

・自由研修(新市庁舎周辺散策

フ:00

@学校視察
タず ルル ,ブノイ マν ル'ノユ ル

BALTHASAR NEU MANN REALSCHULE (実科学校)

1.訪問日昭和62年11月5日(木) AM 9:10 ~ 11:50

レセプション(ホテノレ・ヒルトン)

朝食

誕

2.学校の概要

(1)所在地 HugoANalf-str70 800O Miinh-

en45 )

(創立 19能校長名 Hern Frit2 Shatz)

②教員数 34名(男21名、女13名)イU幟員4名

その他3名

③生徒数 400名(男150、女25の

4学年16学級

ミュンヘンでのレセプションは、高級ホテル

・ヒノレトンで行われナこ。デンバー、ローマに続

いて3回目の最後のレセプシ,ンとなる。言葉

は通じなくても、心で十分通じ合うことができ

ナこ。どこでも友好的であった。「我家にお招き

しナこい。明日時間がとれない力司ドイッの民族

衣装を付け、得意の演奏を聞かせ九いとのこ

とであった。明日は早朝出発なので丁重にお断

りをしナこ。まナこ、レセプショソでは、、書道"

、芸術'は万国共通であっナこ。

8:00

叉忠'

ツピング)ショ

出 発

④^時数週30時間四月15日~7月30印

3.視察の概要

午前8時始まりで、45分授業の6時間である。 3、 4校時の間に25分の休憩があって授業と授

業の問の休みはない。従うて、午後1時には、殆どの児童生徒は下校し、九くさんの宿題に取り

組むことになる。 1クラスの人数は25人まで、12から15才までの期問を男女共学で過ごす。卒業

後は、職業学校へ74%、テクニカルカレッジへ23%、ギムナジウムへ3%位の割合である。黄葉

に囲まれた風格のある学校であった。

8:30

61
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レセプションでの父流

による交流の場を設けて頂いナこ。文字は読めなくても
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<第 21日目>

11月6日(金)

宿泊地

日

時分

程

9:00

コペンノ＼ーゲン

コペソハーゲンへ移動

10:00

起床

10:30

天候晴

川

13:25

ユンヘン大学へ(「森鴎外展」見学、図書館)

ホテル出発(バス)

14:45

津

ミュンヘンg苫琵圭三盲

フ:30

15:35

出発(スカンジナビア航空662便)

気温

啓

15:50

宿舎インペリ アノレ

コペソハーゲン空港着

16:20

空港発(バス)

10 ゜C

義

ホテノレ・インペりアノレ到」着、ミーティング

北欧の都、コペンハーゲンに到着し九。まだ午後4

時前というのに辺りは、うす暗くどんより曇っていナこ。

人影もまぱらで、行きかう人ナこちはもう冬の装いであ

る。交差点の信号機の赤や黄色がいやに寂しく感じら

れた。「ここでは寒さよりも、暗さに慣れることの方

が大変なんですよ」というガイドの言葉が心に残っ九。

北海の向こうにスウェーデンをはっきりと見た時、北

欧に来ナこことを実感した。徹底しナこ福祉国家だからで

朝食

解散、自由研修

8:30

あろうか、ゆったりと落ちついナ法情をしていナこし、

チップもそのまま置いてあっナこ。

Ⅳ教育事情視察を終えて

鉾日間の長期にわナこる海外視察旅行を終えた。貴重な体験の機会に浴し、感慨無量である。研修

で得たものは何かと問われれば、一言では答えられないが、今のところ次の3点をあげることがで

きる。①外国が身近に感じられるようになっナこ。帰国して数日後、デンバー空港で風雪のナこめスリ

ツプ事故のキ莫様がテレビで報道されナここと。イタリアでのジプシーの処遇問題の記事力噺聞に掲載

されてい九ことなどである。②広い視野で教育問題を考えられるようになう九。教育することの原

点、は、一人ひとりの子どもをどこまでチ里解できナこかである、といえる。訪問しナこ学校は、どこでも

25名前後の学級で行き届いた個別指導がなされていナこ。ま九、アメリカの先進的な教育方法に比べ、

イタリア、西ドイッでは伝統・文化に支えられ九教育力垳われていナこが、どの教師の顔も誇りと自

信に満ちてい九。国際化が云々される今日、これからの日本の教育を考える基盤を持つことができ

た。③具体的なこととして、咽語教室通信」(毎週土曜日に出すもの)に、海夕噸察あれこれ'

と題し、連載している。次に、視察旅行の印象を記し、まとめとし九い。

出発 10:00

'ゞに 弐生、、
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アマリエンボルグ宮殿
とその広場(国王の居城)

之二患
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最初の訪問地はアメリカであった。ビルディングの林立する中で、ひときわめだっエンパイヤー

スティトビル、イルミネーシ.ンに浮かび上がる雄姿は美しく、私の心をとらえた。その雄姿を見

ながらブロードゥエイの雑踏を闊歩した時、ニューヨークに来たという実感を持っことができナこ。

ナこし力"こ、ニューヨークは活力に満ちており、躍動している感じであっナこ。

パリのシャンゼリゼ通りはアメリカのそれと異なり、長い歴史とイ云統の重みがあっナこ。車道や歩

道は十二分に広く、往酪樹のプラタナスはみごとに黄葉し、風情を醸し出していナこ。落ち葉を踏み

しめながらの劃雌門までの一人歩きは格別で、自然とシャンソンなど口ずさみながらロマンチック

な気分に浸っナこ。

「安いですよ.ノ」「ちょっと待ってね.ノ」、日本人観光客めあての流暢なことはが飛び交う。陽

気なイタリア人の^を見ナこ思いであった。ま九、一見、容姿が日本人に似ており親近感を持っナこ

が、イタリア人の大らかというか、楽天的というか、どぅも日本人の気質には合わないようである。

コロッセオの偉容を見ながらネロの暴虐ぶりを想像しナこり、カタコンベ(地下墓地)のスケールの

大きさに信仰の強さを感じながら、体力にまかせて歩き回った。数々の古代口ーマの遺跡を目の当

ナこりにし、今もなお、その文イヒカゞ継承されて口ーマ人のDに確かに息づいているのを感じること
ができナこ。

ドイツ人は気質的に日本人によく合うていナ、楽天的なイタリア人とは対照的に、「真面目」「勤

勉」「努力家」であるようだ。学歴を重んじるのか、ギムナジウムを中核としナこ教育に強い関心を

抱いていナこ。もちろん、日本のように学習塾過多による偏重教育とは全く質を異にしているようで

あるが、小学校四年生で進路を決めなけれぱならない御腰に対し、 5・6年生で調整期間を持ナこせ

るなど、いずこも、教育制度の改革は大きな問題である。ま九、ミュンヘン大学の図書館を見る機

会を得ナこが、学生ナこちがコンピューターに向かい文献の検索に余念力ゞない様子は印象的であった。

図書館利用にコンピューターが十分生かされているようであっナこ。

最後に訪れナこのは、デンマークのコペンハーゲンであっナこ。タ暮れどき、ホテルに向かうバスの

中から見る街並みは、人の影もまは'らで閑散としていナこ。信号機の赤や黄色の光が、いやに寂しけ

に感じられた。北海の波のうねり、時折白い刃をみせる様相は、北欧の自然の厳しさを少しは'かり

垣間見ることができナこ。福祉制度が行き届いナこ中立国で就学費や入院費、治療費など、ほとんど無

料とのことであっ九。そのことも影響してか、のんびりでゆっ九りし九国民性であるように感じ九。

私にとって欧米は初めての地であっナこので、自分の目とからだで1昇た体験は貴重なものであっナこ。

昭和62年度国立プ学・学部附属学校等教官海外教育事情視察に参加して

また、よいメンバーに恵まれナこことも幸せであっ

ナこ。三力、国のぢ駮を訪問しナこが、どこの国も国づく

りの基礎としての学校教育に情熱を傾けていナこ。そ

して、レセプションにおいて、親しく話し合い、書

道'による交流の場を設けて頂い九ことは、私にと

つて得難い体験であった。

j睡圏の刻々と変わる鮮やかな夕映えを見ながら、

この研修旅行のフィナーレをかみしめていナこ。
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